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特別支援教育 コ
ーデ ィ ネ

ー ター の 養成 に つ い て

　　　　　　　 カ リキ ュ ラ ム を中心 に一

花　熊 曉

　愛媛大学大学院教育学研究科で は，平成 17年

度 よ り 1 年制 の 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

専修 を開設 し、地 域 の 教育現場 や 教育委員会 と

連携 しなが ら、特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

の 養成 を行 っ て い る 。本稿で は 、本専修 に お け

る教員養成の 特色お よ び展望 に つ い て 述 べ る 。

1 ．特 別支援教育 コ
ーデ ィ ネ

ー
タ
ー
専修開設 の

　経緯

　愛媛大 学大学 院教 育学研 究科修 士 課程で は 、

従来の 障害児教育専攻 障害児教育専修 を 、 平成

17年度 よ り特別支援教 育専攻特別支援 学校教育

専修 に名称変更 した 。 同 時に 、従来の 特別専攻

科 を発展 的に解消 し、こ れに代 わ っ て 特別支援

教 育専攻の 中 に 1年制の 特別 支援教育 コ ー
デ ィ

ネー
タ
ー

専修 （定員 6 名）を新規 開設 した。

　専修設置 の 目的 は 、   小 ・中学校で 発達障害

の 支援 を行 うた め の 専門的な知識 ・技能 を有す

る教員 の 養成 、お よ び、  所属校 で の コ
ー

デ イ

ネー
タ
ーと して の 役割 に加 えて 、地域 の 特別支

援教育 の 中核 と して活躍 で きる力 を持 っ た 教員

の 養成 である。

　設置 に至 る背景 に は 、 以 下 の よ うな教育現場

の ニ ーズ 、お よび大 学の 問題 意識 が存在 した。

第 1 に 、教 育委員 会や学校現場 に は 、学校 や地

域 で 特別支援教 育や発達障害児者支援 の 中核 と

な りうる教員 を養成 した い とい うニ ーズ が存在

した 。 第 2 に、現職 派遣 教 員 に は、発 達 障害に

関す る研修 に 対す る ニ ーズ や 、 その 研修 を専 門

資格 の 取得 に結び つ けた い と い うニ
ーズ が存在

した 。第 3 に、大学側 の 問題意識 と し て 、特別

支援教 育 の 動向 に対応 した大学院教 育 を行 うこ

とや 、地 域連携を推 進す る こ との 必要 i生が認識

され て い た 。

　 こ うした ニ ーズ や 問題 意識 を うけ 、
コ
ー

デ ィ

ネー
タ

ー専修 に は以下 の 4 つ の 特色が あ る 。 第

1 に、特 別支援教育推進の 緊急性や 現職派遣 の

制約 を考 える と養成 に時 間をか け られ な い こ と

か ら、 1年制 の 修士課程 と した 。 第 2 に、現職

教員 を主 た る対象 と し 、 筆記試験な しの 特別選

抜 と した 。 第 3 に 、 小 ・中学校 にお ける 発達障

害児 の 支援 に 特化 した 教育内容 と した （表 1 ）。

第 4 に 、日本 LD 学会 に よる専 門資格で ある特

別 支援 教育士 が 取得 しや す い よ うに 、LD 学会

との タ イア ッ プに よ り、必要 な36ポ イン トの う

ち 30ポ イ ン トを大学院の 取得単位で振 り替え ら

れ る よ うに した 。

愛媛大学

2 ．特別支援教育 コ
ーデ ィ ネータ ー専修 の教育

　内容

　特別 支援教育 コ ー
デ ィ ネー

タ
ー専修の 教育 内

容は
、 実践力を身に つ ける こ とを重視 して い る

点が 特色で ある。大学で の 授 業、教育実践研 究

科 目、課題研究の 3 つ が柱 とな っ て い る 。

　大学で の 授業 は 、ア セ ス メ ン ト方法 や事例研

究 な どの 演習が 中心 とな っ て い る 。 初 め に 総論

と して 特別 支援教育 の 社 会的背景 や基本 知識、

最新 の 動向を学 び
、 問題 意識 を明確に する

。 続

い て 演習 を通 し て 、実態把握 ・ア セ ス メ ン トの

方法 や、支援方法、学校 ・地 域で の 支援体制作
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表 1　平成 ユ9 年度特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ
ー

専修 ：授業科目
一

覧

区分 分 野 授業科目

ヨ

　単位数
職名

担当教員

　　　 氏名

専任

兼担

必修

選択

特別支援教育総論 2 教 　授 花熊　暁 専 任 ◎

学校 にお ける 支援体制 2 教 　授 花熊　暁 専任 ○

個別の 指導計 画の 作成 と実施 2 教 　授 上 岡
一

世 専任 ◎

教育

学習困難 へ の 対応 1 ：

読 み書 きの指導
2

教 　授

准教授

花熊　暁

吉松靖文

専任

専任
◎

学習困難 へ の 対応 H ：

算数の 指導
2

教 　授

講　師

長尾秀夫

苅 田知則
専任 ○

言語 ・コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の

指導
2 教　授 花熊　暁 専任 ○

社会的 自立 ・就 労の 指導 2 教　授 上 岡
一

世 専任 ○

特
別
支
援
教
育
コ

ー

デ
ィ

ネ
ー

タ

ー

専
修
科
目

子 ど もの 発達 とそ の 支援 2 教　授 橋本 　巌 兼担 ○

ア セ ス メ ン トの 方法 と計画 2
准教授

　 〃

吉松靖文

山下　光

専任

〃
○

心理

発 達障害検査法演習 1 ：

WISC −III
2 准教授 吉松靖文 専任 ◎

発 達障害検査 法演習 H ：

K −ABC
2 准教授 山下 　光 専任 ◎

ア セ ス メ ン トの 総合的解釈 2
教　授

准教授

花熊　暁

吉松靖文

専任

専任
○

保護者 ・教師へ の 支援 2 講　師 苅 田知則 専任 ○

病理
特別支援教育と医療 2 教 　授 長尾秀夫 専任 ◎

行動上 の 問題 へ の対応 2 教　授 長尾秀夫 専任 ◎

教育実践研究
特別支援教育実地指導法研究 2 全教員 専任 ◎

特別支援教育臨床研究 2 全 教員 専任 ◎

自由科 目 自由科 目 2 全 教員 専任 　1 ○

課題研究　蘇 題研究 2 全 教員 」専任 　 　◎

◎ ：必修科目　 ○ ；選択科 目

りに つ い て 学ぶ 。

　教 育実践研究科 目 は、通 称 「学校実習」 と呼

ばれ る通年科 目で あ り、小 ・中学校の 通常 の 学

級で 週 1 日 、 発 達障害児 の 支援 を実体験す る 。

こ れ を通 して 、 大学で の 授業で 学 んだ こ とを実

践す る ス キ ル を身 に つ け る と と もに 、 実体験 を

通 して 得 た成果や 課題 に基づ い て 大学の 授業で

討議 し、教員か ら指 導を受け る こ と にな る 。 こ

の 実習 に協力 し て くれ る小 ・中学校 に つ い て は

松山市教育委員会 と連 携協力 して お り、平成 17

年度 4 校、平成18年度 11校 、平成 19年度 14校 と

な っ て い る 。 こ れ らは学校 か ら の 大学 へ の 派遣

要請に 応 じ た もの で あ り、 大学教員 は こ れ らの

学校 を定期的 に訪問 し 、 支援 方策 に つ い て 協議

を行 っ て い る 。

　修士論文 にあた る課題研 究は 、大学で の授業

や 教育実践研究科 目を通 して見 出 した特定の 課

題 を研 究す る もの で あ り、学校 で の 教育実践 に

直結 した研究 内容 を扱 うようにな っ て い る 。

3 ．大学院修了後の フ ォ ロ
ー

ア ッ プ

特別支援教育 コ ー
デ ィ ネー

タ
ー専修 の プ ロ グ
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特別支援教育 コ ー
デ ィ ネ

ーター
の 養成 につ い て

ラ ム は 、平成 18〜19年度 に は文部科学省の 「資

質の 高 い 教 員養成推進 プ ロ グ ラ ム 」 （教員養成

GP ）に選 ばれ て い る 。
こ の プ ロ グ ラ ム で は、大

学 院在 学 申だ けで な く、 修了後の フ ォ ロ
ー

ア ッ

プ も計 画 に 含 まれ て い る 。 すな わ ち 、 修了者が

赴任 した学校 を連携校 に 指定 し、大学教員 に よ

る 巡 回指導 と ス キ ル ア ッ プ研修 に よ りフ ォ ロ
ー

ア ッ プを行 う 。 修 了者が 巡 回相談員 に指名 され

た り、コ ー
デ ィ ネー

タ
ー連絡会 に参加 した りす

る こ と に よ り、 単 に所属校 の 特別支援教育 コ ー

デ ィ ネータ ーと して だけで な く、 地域 の 中核的

な役割 を担 い 、地域全体 の 特別支援教 育の 水準

を向上 させ る こ とが期待で き る 。

4．教育委員会 との連携

　本専修 は 、実習 に つ い て 松山市教 育委員会 と

連携す る他 に 、愛媛県教 育委員会 とも連携
・協

力 して い る 。 県教委は基礎 的 な コ
ー

デ ィ ネー
タ

ー
養成研 修 を行 っ て い るが 、

一
方 で本専修に現

職教員 を派遣する こ と に よ り、 よ り専 門的な コ

ーデ ィ ネ ー ト技術 を もつ コ ーデ ィ ネ ータ ーが 育

っ て い る 。 こ うした教員 に地域 の 支援体制 を コ

ー
デ ィ ネー トす る役 を担 っ て もらうた め、県教

委は本専修の 修了者全員 を巡 回相談 員に指名 し

て い る 。

5 ．現職派遣状況 と院修了後の教 員配置

　本専修 の 平成 19年度の 実績 は以 下の 通 りで あ

る 。 定員 6 名 に 対 し、現職 派遣教 員 10名 （愛媛

県 6 、高知 県 2 、広 島市 1 、佐 賀県 1 ）、そ の

他 4 名 （言 語 聴覚士 、支援 員 、臨時採 用 教員 、

学部卒）、計 14名 の 入学が あ っ た。

　修了後 の 教 員配 置 に関 して は 、愛媛県、佐賀

県 で は、特別 支援教育推進事業の 巡 回相談員に

指名 して い る。高知県 で は 、指導主事や 支援 セ

ン タ
ー

職員 に 配置する こ とに よ り、地域 の 中核

的役割 を担 うよ うに し て い る 。

6 ．大 学院で 学ぶ コ
ーデ ィ ネーターに 求 められ

　る もの

　大学 院で 学ぶ 特別支援教育 コ
ー

デ ィ ネー
タ
ー

に は 、 以下 の 4 つ の 能力が求 め られ て い る と考

えられる 。

  ア セ ス メ ン ト技術 と ア セ ス メ ン ト結果の 解釈

　力。

  ア セ ス メ ン ト結 果を個別の 指導計画 に結び つ

　 ける力 。

  コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン能力 。 例えば 、

一
般教 員

　や 保護者、連携機 関に 対す る説 明力 や 、 それ

　 らの 関係 を調 整する 力 。

  組織力。例 えば、地域 コ ー
デ ィ ネータ ー会議

　 を運営す る力や 、学校 ・園間 の 移行 や異職種

　 の 連携 を促進す る地 域支援 ネ ッ トワ
ー

ク作

　 り。

　 こ れ らの うち、      に つ い て は、本専修 の

プ ロ グ ラ ム に 含 まれ て い る 。   の 能力 の 育成 が

今後の 課題 で ある 。

7 ． コ
ーデ ィ ネ

ー
タ

ー養成に お ける今後の課題

　今後 の 課題 と して
、 以 下 の 3 つ が考え られ る

。

第 1 に 、 大学内で の 連携の 課題 とし て 、教職 ・

教科教育分野の 大学教員 に もコ
ー

デ ィ ネー
タ
ー

養成 プ ロ グ ラ ム に参加 して もら うと い うこ とが

ある 。 第 2 に 、 教育 内容 に 関す る 課題 と し て 、

すで に述 べ た よ うに コ ン サ ル テ ーシ ョ ン 能力の

育成 が ある 。 第 3 に 、地域連携 を促進 する ため

に、担 当す る 大学教員 の 時 間 を い か に確保す る

か とい う課題 が ある 。
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